
タイトル：「森の人をつなぐ」

趣旨： 

流域圏懇談会山部会として 10 年来取り組んできた山村ミーティングの一つの成果として、2023 年 7 月に流

域の 3 県 4 森林組合が集まって「第 1 回矢作川流域現場森林技能者合同交流研修会」を開催できた。このよ

うに県境を越えた流域単位の森林組合の現場技能者たちが長期的な人材育成（＝持続可能な流域の森づくり）

のために一堂に会すること、さらに豊田森林組合が惜しげもなくそのノウハウを詳細に余さず公開伝達しよ

うとされたこと自体画期的だった。まさに「流域は一つ、運命共同体」のスローガンそのものだ。 

本報告書ではそのすべてを詳細に余さず記録した。 

第 1 章では 

矢作川流域での森づくりと人づくりに関わる流域圏懇談会の動きや行政・および市民活動などの取り組みを

異なった振り返り、異なった切り口から俯瞰して今回の交流研修会の意義を考えたい。 

第 2 章では 

当日の様子を筆耕し、資料も添えてわかりやすく再現した。 

対象：森林組合職員、林業事業体、行政、森林ボランティア、 

仕様：2024 年 2 月中旬発刊…12 月末原稿一次締切、最終締切 1 月 31 日。2 月中旬入稿。 

Ａ4 判、カラー100 ページ、300 部発行 

横書き 20 字 40 行、2 段組み（1 ページＭＡＸ 1600 字、図表写真含む） 
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